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(種頼) 平均(%) 岳 小(%) 中(%) 大(%)
針 葉 樹 (26) 5.0
広 葉 樹 (89) 4.7?
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2.8 - 5.1 ～ 11.1
トドマツ ヒ ノ キ イ チ イ
1.7 .- 4.7 - 11.2
ブ ナ カ ツ ラ ク リ
1.6 - 5.6 - 13.6
ベイツガ ベイマツ ダフリカカラマツ
2.8 - 7.7 - 24.6
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一般には ローズウッド, コクタン (Diosjyosspp.),マンソニア (Mansoniaaltissima:アオギ1)料)が
良く知られ,オルトキノン,ナフトキンのようなキノン炉が原因とされている｡マンソニアはアフリカから
輸入され,ウォールナットの代りに使われたが,当初の Sandermannらによりレッドキノンとされた化合















acid(17)を CHAN-YEUNG 民ら14)は指摘している｡ 国産材では同属のネズコ (Thujastandishi)で職息
の発現した例はあるが,同じヒノキ科でもヒノキやサワラではあまりこのような話しは聞かない｡
べイスギ嘱息はアレルギー性疾患として把握されている｡従って抗原 ･抗体反応が存在するが GELL&














する抗体は IgG または IgM である｡疾患としては貧血,筋無力病があるが,抽出成分には余り関係がな
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